
●応募理由
　少子高齢化社会は極端な核家族化を促した結果、地域社会の根幹を成す「家族」の営みは
従来の「住居」の中だけでは完結しなくなっている。このことは熊本市の郊外部においても
例外ではなく、これまで「地区施設」として位置付けられていたコミュニティセンターは住
民の「第二の我が家」へと転身する事が期待されている。このためこの建物は子どもからお
となまで、自分の書斎や勉強部屋として使いこなされるよう設計されているとともに、公園
に遊ぶ人たちのシェルターとしても活用され、これからの住居のあり方を問いかけようとし
ているかに見える。

●作品の概要
① 事業主体
　熊本県菊陽町、設計者：（株）高木冨士川計画事務所、施工者：（株）日動工務店

ふれあいの森のコミュニティハウス
［事業名］ふれあいの森研修センター建設工事

部門：すまいづくり［作品］／市区町村名：菊陽町（熊本県）　

［応募者］　氏名：堀川恵巳子／住所（勤務先）：熊本市山崎町 66-7　第一熊本中央ビル 4階　／勤務先名：（株）高木冨士川計画事務所／連絡先（勤務先）：TEL(096)355-7216　FAX(096)355-7259　　Email:tfa@h2.dion.ne.jp

②計画概要
　敷地面積：15,438 ㎡ 建築面積：672 ㎡　延べ床面積：674 ㎡　構造：RC及び木造、一部二階建て
③立地環境
　公園の一角で住宅地に隣接

●作品または活動の特色
・一般の住宅に近いスケール感を持つ比較的小規模空間の滑らかなつながり
・ 単純な L型壁３枚による、フレキシビリティの高い平面計画
・ 公園の四季の変化に順応できる色彩計画
・ 地場産の竹を仕上げ材及び家具材として活用
・ 構造部材と融合した手作り感覚の家具・調度
・ 背景の山の稜線や田園への眺望に配慮した造形
・ 公園に開き、公園からの人の流れを受け止める動線計画

外観１／風景に溶け込むデザイン 外観２／大地に寄り添うデザイン

内観１／木立のシェルターのようなホール 内観２／みんなの書斎

地域住宅計画奨励賞第１回


